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応募者：東日本旅客鉄道㈱
応募件名：旧万世橋駅遺構を整備活用し、さらなるまちの魅力向上をめざします
概要
・開通から１００年以上の間、中央線を支え続けてきた万世橋高架橋に現存している
旧万世橋駅のホームおよび階段の遺構を整備の上公開し、この土地の歴史を体感で
きる施設とする。
・さらに、新たな価値の創出として、神田川の親水性（周辺環境との調和）を向上させ
ると共に、アーチ内部についても、遺構と一体となった商業施設を展開し、まちの賑わ
いを創出する。
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応募者：東海旅客鉄道㈱
応募件名：地元とともに『あゆむ』さわやかウォーキング
概要
・「さわやかウォーキング」は、沿線の観光資源をめぐる原則参加費無料・予約不要の
ウォーキングイベントである。
・『ただ歩くだけ』とならないよう、コースルート上で物販などの催しを地元自治体と協
力して実施するとともに、マスコットキャラクターである『あゆむ君』によるお出迎え、お
見送りを実施するなど『お客様へのおもてなし』を重視して取り組んでいる。
・平成３年に５コースで開始して以来徐々に開催数を増やし、平成２４年１０月には累
計３，０００回開催、平成２５年５月に累計参加者数３５０万人を達成した。
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応募者：西日本旅客鉄道㈱
応募件名：新幹線ファンを拡大せよ！！～「カンセンジャー」の使命～
概要
・新幹線車両のなかでも人気の高い５００系をモチーフに、また、子どもたちに親近感
を持ってもらうように、「普段は車掌」「趣味は子どもと遊ぶこと」というキャラクターを
設定し、平成２４年１０月１４日にデビューイベントを実施した。
・各種イベントへの出演はもちろん、主題歌の作成やホームページの開設、ラッピング
列車を運転する等認知度向上に取り組んでいる。
・平成２５年５月に実施された団体専用臨時列車の日帰りツアーでは、車内で騒いで
いた子どもに「カンセンジャーはそんなことしないよ」と言ったらおとなしくなるなど、教
育にも十分役立つという声もあ た
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育にも十分役立つという声もあった。
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応募者：四国旅客鉄道㈱
応募件名：芸術祭とのコラボ　瀬戸内沿線でのＪＲ四国の取り組み
概要
・岡山県・香川県の瀬戸内海の島々を舞台とした瀬戸内国際芸術祭２０１３にあわ
せ、平成２５年３月から以下の取り組みを実施。（芸術祭は、春・夏・秋の３回に分けて
開催され、１１月まで。）
・芸術祭実行委員会とともに企画したアート作品「アラーキー列車」を予讃線・土讃線
にて運行している。
・ほかにも、フリーきっぷの販売やヘッドマークをつけるなどし、芸術祭の盛り上げと
地域の活性化に取り組んでいる。
・これらの取り組みによって、ゴールデンウィーク期間中、瀬戸大橋線の利用が、前年
比１％増となった。
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応募者：四国旅客鉄道㈱
応募件名：ＪＲ四国２５周年イベントの取り組みについて
概要
・平成２４年のＪＲ四国発足２５年を記念し、「毎日の安心と笑顔を　これからも」の
キャッチフレーズのもと、鉄道の魅力を伝える各種イベントを実施した。
・具体的には、夏休みに各工場や運転所で車両修繕作業や工事車両の見学や洗車
体験など、普段見ることができない鉄道の仕事を学習する「夏休み親子鉄道塾」を計
１３回開催した。
・また、鉄道の仕事を紹介するポスターの掲出や列車や駅を紹介する公式ガイドブッ
クを作成し、全線フリー型の特別企画乗車券を購入した利用客等を対象に１２，０００
冊を配布した。
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応募者：九州旅客鉄道㈱
応募件名：「ななつ星in九州」誕生の軌跡
概要
・これまでも数多くのデザイン＆ストーリー列車をつくり、運行してきたＪＲ九州が、そ
の集大成として、クルーズトレイン「ななつ星in九州」を開発した。
・コンセプトは、「新たな人生にめぐり逢う、旅。」である。
・プロローグは、博多駅の専用ラウンジ「金星」より、「非日常」の「ななつ星」に入ると
いうものである。
・客室は、全室スイートの１４室、最大定員は３０名で、ラウンジカー、ダイニングカーも
併設され、媒体では日本版オリエント急行とも紹介される。
・平成２５年１０月１５日、第１便が発車する。
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応募者：日本貨物鉄道㈱
応募件名：鉄道コンテナによる災害廃棄物輸送
概要
・平成２３年３月の東日本大震災により発生した大量の災害廃棄物について、平成２
３年１１月より岩手県、宮城県から東京地区等に向けた輸送を開始した。
・安全・安定に輸送できる鉄道の信頼性が高く評価され、輸送量は着実に増加。平成
２４年秋には、１２ｆｔ換算で約３，０００個／月（１５，０００トン）を輸送した。
・宮城県女川町、石巻市、岩手県大槌町の災害廃棄物輸送は、平成２５年春に終了
した。
・平成２５年４月より、岩手県釜石市、陸前高田市、山田町の災害廃棄物輸送も開始
し、今後も、鉄道の特性を活かしつつ、被災地の一日も早い復興に向けた一助となる
よう、鉄道輸送を通じた社会貢献に努めていく。
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応募者：東京地下鉄㈱・東武鉄道㈱・西武鉄道㈱・東京急行電鉄㈱・横浜高速鉄道
㈱
応募件名：川越・飯能から池袋・新宿・渋谷、そして横浜・中華街まで一直線！５社の
路線間による相互直通運転の実現
概要
・平成２５年３月１６日、東急東横線・東京メトロ副都心線がつながり、首都圏最多の５
社間による相互直通運転路線が誕生した。
・埼玉方面から新宿・池袋・渋谷の首都圏をとおり、横浜地区までの広域な地域間の
距離を縮め、新たな人の流れを生み出し、元町・中華街駅は乗降客２割増、川越の観
光名所は２．６倍に増加など、地域・経済の活性化に繋がっている。
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応募者：西武鉄道㈱
応募件名：所沢駅改良　～交通拠点にふさわしい駅づくり～　多様なニーズに応え、
交流拠点となる新しい駅のカタチ
概要
・所沢駅は、埼玉県西部に位置する人口３４万人の中核都市「所沢市」の玄関駅であ
り、池袋線と新宿線が交差し、乗り換え客を含めると、１日２０万人を超える利用客の
あるターミナル駅である。
・乗り継ぎ利便性の向上のため、駅の中央に新駅舎を構築し、バリアフリー化を図る
などの工事を行っていたが、平成２５年６月をもってすべての工事が完了した。
・お客様参加型で、「所沢駅に林を描こう！」と題し、地元で産出される木材を利用し、
壁面に「とこりん」と呼ばれるレリーフを作成した。

応募者 小 急電鉄㈱
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応募者：小田急電鉄㈱
応募件名：蛍光灯比・最大７６％の電力を快適に削減　～調光機能付きＬＥＤ照明搭
載車両の運行を開始～
概要
・車内照明の使用電力を削減するため、調光機能付きＬＥＤ照明を導入した。
・鉄道車両にこの調光機能を持たせるには、新たな制御回路を車両に導入する必要
があったが、メーカーと新技術を共同することで、鉄道車両では初の取り組みとなっ
た。
・３段階の車内照明の設定が可能で、最大約７６％の消費電力を削減した。
・平成２５年３月４日に４０００形１編成で運行を開始し、今後も車両新造や車両リ
ニューアル時に、順次導入していく計画である。
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応募者：京浜急行電鉄㈱
応募件名：交通渋滞解消・地域の発展と 羽田空港アクセスの大幅な向上　都市部で
の急速施工により28箇所の踏切を除却　『京急蒲田駅付近連続立体交差事業』
概要
・平成１３年に着工したこの事業は、直接高架工法による急速施工の手段をとり、平
成２４年１０月２１日に全線高架化した。
・国道１５号や環状８号線の踏切をはじめとする２８箇所の踏切が除却された。
・京急蒲田駅付近を２層高架化し、平面交差を解消することにより、直通列車の列車
本数の増強や所要時間を短縮するなど、羽田空港アクセスが大幅に向上した。
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応募者：東京地下鉄㈱
応募件名：ハイテクレトロな１０００系車両登場　～最先端技術が詰まった懐かしいト
レイン～
概要
・銀座線１０００系新造車両を導入するにあたり、安全性はもとより快適性、省エネル
ギー性さらには異常時の安心感の向上をテーマに、各機器において最新技術の開発
を行った。
・具体的には、操舵台車の導入による曲線通過時の、振動・騒音の大幅な低減、ＬＥ
Ｄ照明による明るい車内や省エネルギー性の向上、非常用バッテリーの搭載により
停電時に最寄りの駅まで走行可能とするシステムの導入を図り、平成２４年４月１１日
から運用を開始した。
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応募者：近畿日本鉄道㈱
応募件名：　～  最高のおもてなしで伊勢志摩へ  ～　新しい鉄道の旅をご提案する
観光特急「しまかぜ」デビュー！
概要
・伊勢志摩の活性化、鉄道利用の促進をめざし、大阪難波駅、近鉄名古屋駅と賢島
駅間で、平成２５年３月２１日に運行を開始した。
・車両外観は、伊勢志摩の海をイメージしたブルーを基調にカラーリング、先頭は
シャープで躍動感のあるデザインとし、展望車両やサロン席、個室を配し、多彩な車
種で編成を構成し、乗ること自体が旅の目的となる列車を目指した。
・連日満席状態で運行し、チケット入手が困難な状況が続いており、また伊勢神宮の
式年遷宮等により、伊勢志摩への特急の乗車人数は、前年比約３０％アップした。
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応募者：神戸高速鉄道㈱・阪神電気鉄道㈱
応募件名：阪神三宮駅改良工事　– 都市鉄道利便増進事業 –　～次の80年へ、安全
で魅力ある駅への再生～
概要
・都市鉄道利便増進事業の第１号として平成１９年１０月に着工し、平成２５年３月に
完成した。
・東改札口を新設し、市の地下通路と接続、ＪＲやポートライナーとの乗換利便性が向
上した。
・西改札口を拡張し、エレベーターの設置、バリアフリー化を実現した。
・駅構内の配線を変更し、ホーム幅員を拡幅、「梅田方面行」列車から「なんば・奈良
方面行」列車への乗換を同じホームで可能にした。
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応募者：西鉄ステーションサービス㈱
応募件名：来てみんかんも柳川！　～地域と共におもてなし～
概要
・福岡県柳川市は、「川下り」や「うなぎのせいろ蒸し」で有名であり、柳川の玄関口で
ある西鉄柳川駅として、公共交通の発信力・宣伝力・情報力を活かし地域と共に盛り
上げようと動き出した。
・行楽客で賑わうゴールデンウィーク期間中、地域・企業・行政が三位一体となり感謝
の気持ちをパフォーマンスで表現し、出迎えを行った。

応募者：由利高原鉄道㈱
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応募者：由利高原鉄道㈱
応募件名：何も無いから何でもできた！日本最悪の鉄道環境の下、V字回復に成功し
た 「スパイラルアップ戦略」
概要
・日本最悪ともいえる鉄道環境の下、平成２３年より「スパイラルアップ戦略」と銘打
ち、取り組みを展開した。
・女子会ほろ酔い列車などユニークなイベントを開催するとともに、メディアへの情報
提供も行い、多くの方の目に触れるようにした。
・平成２４年８月には、在京ＩＴアドバイザーと契約し、ＳＮＳを活用してファンを増やすと
ともに、地域と連携したツアーを行うなど、外部の力を活用した。
・結果定期外旅客は、平成２３年から平成２４年で２５％増となった。
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応募者：埼玉高速鉄道㈱
応募件名：地域のこれからを担う子どもたちに「鉄道体験学習プログラム」
概要
・『鉄道』が安全で快適な環境を提供する乗り物であることを、バリアフリー施設や設
備等を『体験』することにより、交通マナーや道徳心が総合的に『学習』できるプログラ
ムである。
・沿線地域の小学生に鉄道という素材を通じて様々な社会体験の場を提供し、体験し
て学習するこのプログラムを通じて、地域社会で輝く子どもたちに育っていくことを支
援し、地域貢献する。
・第１回として、平成２５年５月１７日にさいたま市立美園小学校３年生を対象ににプロ
グラムを実施した。
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応募者：名古屋臨海高速鉄道㈱
応募件名：あおなみ線に「ＯＳ☆Ｕあおなみ線隊２４」誕生！
概要
・「あおなみ線」の知名度向上と利用者増加を目的として、名古屋発の超絶元気発信
ご当地アイドル「ＯＳ☆Ｕ」のメンバーが、「ＯＳ☆Ｕあおなみ線隊２４」として、平成２４
年４月より「２４-twenty four-」をテーマソングとしながら、活動を行っている。
・「あおなみウォーク」やイベント列車等に積極的に参加した結果、あおなみ線の利用
人数は、前年度と比べて１日あたり約８００人、年間約２７万人増加している。
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応募者：スカイレールサービス㈱
応募件名：ＩＣＯＣＡを利用可能とした自動改札システムへの更新　～入退場管理シス
テムをベースとした交通系改札システムの導入～
概要
・従来のＩＣ定期券に加え、ＩＣ回数券を導入し、また磁気乗車券をＱＲ券とすることで、
全券種を非接触としたものであり、平成２５年１月より運用を開始した。
・ＩＣＯＣＡを利用可能なシステムとするとともに、入退場管理システムをベースとするこ
とで、ＩＣカード内のデータ書換が不要なため、ＩＣＯＣＡ利用に伴う関係各所との調整
が不要となり、小規模な事業者でもＩＣＯＣＡとの連携が可能となった。
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応募者：肥薩おれんじ鉄道㈱
応募件名：観光列車「おれんじ食堂」　沿線と作り上げた観光列車
概要
・増収・沿線活性化の起爆剤として、平成２５年３月２４日から運行を開始した。
・沿線７市町の厳選した旬の食材を使用した料理を提携したレストランからデリバリー
し、また、停車駅でのおもてなしも沿線のお店などと協力して提供する。
・大型連休中は毎日運行し、平成２５年５月の定期外輸送人員は前年同月比１０８．
６％、定期外運輸収入は同１３８．０％と、ともに大幅増となった。
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応募者：（公財）鉄道総合技術研究所
応募件名：日本の鉄道技術の海外展開に寄与する国際標準化への取り組み（日本
の鉄道技術の発信と国際的貢献に向けて）
概要
・これまで欧州主導で進められてきた国際標準化において、ＩＳＯ（国際標準化機構）
／ＴＣ２６９（鉄道分野専門委員会）の設立への対応を行い、日本が主体的に標準化
活動に参加できる体制を確立し、日本の鉄道技術の世界への発信と国際的な貢献を
進めていく環境を整えた。

応募者 宮崎県小林市役所内吉都線 周年記念事業小林市実行委員会事務局
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応募者：宮崎県小林市役所内吉都線１００周年記念事業小林市実行委員会事務局
応募件名：吉都線・小林駅１００周年記念事業
概要
・吉都線・小林駅は、平成２４年１０月に１００周年を迎えた。
・平成２２年４月に発生した口蹄疫の影響により冷え込んだ経済の復興及び地域の
活性化を目的として、市民協働により、小林駅１００周年記念運行式、観光列車によ
るおもてなしなど各種イベントを平成２４年６月２５日から平成２５年３月３１日にわたり
実施した。
・市民の気運醸成を図るとともに、新たな鉄道需要を喚起し、従来から減少し続けて
いたＪＲ吉都線利用者数（小林駅・西小林駅乗降者数）も約２０，０００人増えた。
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応募者：福井県立歴史博物館
応募件名：地域の歴史と鉄道の関わりを伝える 「福井の鉄道」コーナー 常設展示内
に新設　「鉄道王国・福井」、県立歴史博物館によみがえる
概要
・福井県は、昭和３０年代までは、国鉄が幹のように、私鉄が枝のように発達してお
り、いわば「鉄道王国」ともいえる状況であった。
・鉄道敷設が、地域の近代化に果たした役割を知ってもらい、鉄道の利点を再認識
し、未来の地域のあり方を考えるきっかけを発信するため、平成２５年３月に、常設展
示の近代・現代部分に「福井の鉄道」コーナーを設置した。
・「駅弁」の掛け紙や鉄道ジオラマを展示することで、見る人の興味を引く展示となっ
ており、コーナー設置直後の平成２５年３月の来館者数は、前年同月比４０７．４１％
と大幅に伸びた。

24

応募者：「メグ会」直通戦隊ゴセンジャーの普及を楽しむ会
応募件名：イメージソング　直通戦隊ゴセンジャー
概要
・平成２５年３月１６日、東急東横線と東京メトロ副都心線の相互直通運転により５つ
の路線が１つの路線として結ばれるのを記念して、イメージソング（応援歌）を作成し
た。
・ゴセンジャーのキャラクターを創り、車内マナーの啓発などの役割も設定した。
・平成２５年３月１７日の東急東横線中目黒駅での相互直通記念セレモニーでＢＧＭ
として採用されるとともに、中目黒桜まつりへの参加、テレビ媒体での紹介やＹｏｕＴｕ
ｂｅへの投稿を通し、認知度向上につとめている。



応募者・応募件名・概要
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応募者：㈲ディアハート
応募件名：新幹線のウタ　"Shinkansen" by Toninho Horta
概要
・この楽曲の作者、トニーニョ・オルタ氏は、日本とブラジルの架け橋となるようなアル
バムとして「ＭＩＮＡＳ-TOKYO」を作成した。日本の新幹線システムに感動し、ブラジル
への導入を希望しており、この楽曲は、その第１曲目に収録している。
・平成２４年１２月に発売され、アマゾンのワールドミュージックとしては、非常に好成
績をあげ、本年８月には、ブラジル本国での発売が決まっている。また、イギリス、アメ
リカからも打診があり、欧米での発売が期待される。
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応募者：特定非営利活動法人　情緒豊かな町づくり
応募件名：駅員無配置駅での乗車券販売再開と新たなコミュニティの創設に向けた
取り組み
概要
・平成２４年のダイヤ改正に伴い駅員が無配置となったＪＲ御殿場線山北駅の乗車券
販売再開の取り組みである。
・山北町が鉄道の町であったため、同じ思いをもっていた多くの鉄道関係ＯＢが立ち
上がることで、協力体制を整えることができた。
・乗車券販売再開後は、地域住民を含め、駅が新たなコミュニティの場として活用され
始めた。
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応募者：河出書房新社
応募件名：出久根　達郎（編）　「むかしの汽車旅」（河出文庫、２０１２年７月刊）
概要
・鉄道に関するエッセイのアンソロジーであり、夏目漱石、正岡子規など３０名の名随
筆を編集した。
・刷部数８，０００、実売は現時点で５，５００である。


